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リフォーム工事の質の確保と消費者支援の取組

構造・防水 設備・内装（水回り） 設備・内装（居室等）

○ 耐震改修（金物使用）
○ サイディングの上貼り
○ 瓦屋根の交換
○ 耐震改修（基礎工事等）
○ 増築工事
○ 大規模な断熱改修 等

○ バスタブの交換
○ タンクレストイレへの交換
○ システムキッチンへの交換
○ オール電化リフォーム

等

○ 壁クロスの貼り替え
○ エコリフォーム

（内窓の設置等）
○ 手すりの設置

等

①リフォーム瑕疵保険による対応

②事業者の技術力の向上、技能者の育成

※ 構造部分のリフォーム工事を実施する場合は、住宅全体で耐震性を有するものであることを
建築士の証明書等により確認

【検査等】 リフォーム工事を実施する部分について、保険法人の検査員が検査を実施。
※ 構造部分のリフォーム工事を実施する場合は、工事中・工事完了後に検査を実施

（構造部分の工事を伴わない場合の検査は工事完了後のみ）

【保証】 リフォーム工事を実施した部分の瑕疵について保証

＜参考＞ 住宅の構造・防水部分の建物検査（インスペクション）とリフォーム工事を行った場合に、リフォーム工事部分だけでなく、
構造・防水部分全体を保険対象とする瑕疵保険（リフォーム瑕疵保険の特約）をH23.12.6より提供開始

事前調査、施工上の留意点や失敗事例等のリフォームに必要となる知識や技術・技能に関する講習・研修会を実施
することにより、事業者の技術力の向上と技能者の育成を図る。

【その他】 保険申込にあたっては、契約書、見積書等の提出が必要

リフォーム工事を実施した部分（構造・防水・設備・内装等）の検査と保証がセットになった保険商品
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リフォームかし保険の新たな取組
～ リフォーム前の現況調査部分も保険対象とする

リフォーム瑕疵保険の特約 ～

リフォーム工事の請負業者が、住宅の構造・防水部分の現況調査とその結果を踏まえてリフォーム工事を
行う場合に、リフォーム工事部分だけでなく、構造・防水部分全体を検査・保証対象とする保険

屋根改修

浴槽・トイレ
の改修

現況検査（住宅全体の
構造部分・防水部分）

例：リフォーム事業者が、住宅の構造・防水部分の現況調査を実施した後に、屋根・浴槽のリフォーム工事を実施する場合

屋根改修

浴槽・トイレ
の改修

H23.12.6 提供開始

通常のリフォーム瑕疵保険 現況調査部分も保険対象とする特約をつけた場合

◆リフォーム事業者が、住宅の現況調査を実施し、その結果を踏
まえてリフォームを実施した場合、リフォーム工事を実施した部
分と現況検査を実施した基本構造部分（構造・防水部分）が保
険対象。

※リフォーム事業者は、現況検査とその結果を踏まえて実施するリフォー
ム工事を一体の請負契約として締結し、瑕疵担保責任を負担

このケースの場合・・・

◆検査対象：構造・防水部分と

リフォーム実施部分（浴槽・トイレ・屋根）

◆保証対象：構造・防水部分と

リフォーム実施部分（浴槽・トイレ・屋根）

【保険料（※）】65,160円

※延床120㎡の戸建木造について、500万円のリフォーム工事を実施する場合

◆リフォーム事業者が、住宅の現況調査を
実施し、その結果を踏まえてリフォームを
実施した場合、リフォーム工事を実施し
た部分のみが保険対象。

このケースの場合・・・

◆検査対象：リフォーム実施部分

（浴槽・トイレ・屋根）

◆保証対象：リフォーム実施部分

（浴槽・トイレ・屋根）

【保険料（※）】88,260円
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